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都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

　
六
月
三
十
日
、
午
前
十
一
時
半
よ
り
、
増
上
寺
大

殿
南
側
信
徒
控
室
で
、
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
蓮
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に
井
桁
雄
弘

大
阪
府
仏
教
会
事
務
局
長
を
選
出
、
議
事
が
す
す
め

ら
れ
た
。

　
協
議
事
項
①
平
成
十
二
年
度
都
道
府
県
仏
教
会
負

担
金
に
つ
い
て

増上寺大殿南側信徒控室で開催された都道府県
仏教会代表者会議（6月30日）

　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
よ
り
負
担
金
検
討
委
員

を
選
出
し
、
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
協
議
事
項
②
第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開

催
に
つ
い
て

　
出
席
者
の
中
か
ら
開
催
を
検
討
し
た
い
旨
の
提
案

が
あ
り
、
事
務
局
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
開
催
に
向

け
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
協
議
事
項
③
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
の

推
進
に
つ
い
て

　
櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
現
況
の
説
明
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　
協
議
事
項
④
墓
埋
法
改
定
に
伴
う
備
付
書
類
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
が
概
況
を
説
明
、

質
疑
応
答
の
後
、
今
後
事
務
局
よ
り
関
係
省
庁
へ
問

い
合
わ
せ
を
行
い
対
応
を
協
議
し
、
そ
の
経
過
を
報

告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
六
月
二
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
で
税

務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
、
宗
教
法
人
の
最
近
の
税
務
に
つ
い
て
、

社
本
公
一
公
認
会
計
士
よ
り
説
明
い
た
だ
き
、
活
発

に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
長
谷
川
正
浩
本

会
顧
問
弁
護
士
か
ら
墓
尊
墨
改
定
に
よ
る
備
付
書
類

に
関
し
て
説
明
が
あ
り
、
対
応
が
協
議
さ
れ
た
。

全日本仏教会

無料法律相談室

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

場
所

予
約

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
午
後
一
時
～

明
照
会
館

　
　
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
）

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
　
〇
三
1
三
四
三
七
一
九
二
七
五
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税務委員会（6月25日　於、明照会館）

W
F
B
執
行
委
員
会

仏全

　
六
月
十
七
、
十
八
日
の
両
日
、
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク

の
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
本
部
で
、
第
五
十

九
回
W
F
B
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か

ら
は
、
櫻
井
国
際
文
化
部
長
、
入
西
国
際
文
化
部
次

長
が
出
席
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
来
年
の
W
F
B
創
立
五
十
周
年
、

バ
ン
コ
ク
に
来
年
以
降
に
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
世
界
仏
教
徒
大
学
、
ま
た
第
二
十
一
回
世
界
仏

教
徒
会
議
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
開
催
で
引
き
続
き

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
代
表
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復

興
事
業
へ
の
更
な
る
協
力
が
参
加
各
国
へ
要
請
さ
れ

た
。

WFB執行委員会（6月17・18日　於、バンコク）

七
月
二
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
西
山
浄
土
宗

宗
務
所
で
第
三
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
本
年
度
の
同
和
研
修
会
は
十
月
二
十
八

日
午
前
十
時
か
ら
妙
心
寺
花
園
会
館
を
会
場
に
、
「
ケ

ガ
レ
」
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。

　　　全日本仏教会ホー・ムページ
　　　　　　http：〃www．jtvan．cojp／～jbf

・『全判誌」より

・関連団体URL集　など

※全日本仏教会のメールアドレスが下記に変更になりました。
jbf＠opal．famille．ne．jp
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平
成
十
一
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー
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葬
儀
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
（
2
）

　
六
月
三
十
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
芝
の
増
上

寺
地
下
野
縁
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
加
盟
団
体
の
僧
侶

約
百
五
十
名
の
参
加
の
下
、
本
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
に
東
京
築
地
本
願
寺
第
二
伝
道
会
館

を
会
場
に
、
平
成
十
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー
「
葬
儀
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
を
開
催
し
、
近
年
の
葬
儀
に

関
す
る
問
題
点
を
中
心
に
様
々
な
観
点
か
ら
討
議
し

た
。
今
回
は
、
そ
れ
を
基
に
仏
教
者
が
ど
の
様
に
対

処
し
解
決
す
べ
き
か
、
そ
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
事

を
主
眼
に
、
次
の
乙
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
に
討

論
し
て
戴
い
た
。

　
本
会
副
会
長
．
駒
澤
大
学
前
学
長
　
奈
良
康
明
師

（
曹
洞
宗
法
副
寺
住
職
）
、
大
村
英
昭
師
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
圓
龍
寺
前
住
職
）
、
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
助
手
　
村
上
興
匡
師
（
天
台
宗

僧
侶
）
。
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
発
題
の
部

奈
良
康
明
師
　
葬
儀
の
最
も
大
き
な
働
き
と
し
て

（上）

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
（
悲
し
み
の
癒
し
）
を
挙
げ
た
い
。

慶
応
大
学
の
心
理
学
の
小
此
木
啓
吾
教
授
と
対
談
し

た
時
に
先
生
か
ら
伺
っ
た
話
だ
が
、
先
生
の
友
人
で

ア
メ
リ
カ
の
医
師
と
先
生
が
一
緒
に
、
突
然
に
夫
に

死
な
れ
た
女
性
数
十
人
を
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
調
査

し
た
。
そ
こ
で
の
顕
著
な
現
象
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女

性
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
る
率
が
高
い
が
、
日
本
の

女
性
は
そ
の
症
状
を
殆
ど
示
さ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。

　
そ
の
原
因
に
、
仏
壇
と
位
牌
が
重
要
な
役
割
を
し

て
い
る
こ
と
が
解
っ
た
。
日
本
で
は
亡
く
な
る
と
仏

壇
に
位
牌
を
納
め
、
お
茶
や
ご
飯
を
差
し
上
げ
恰
も

生
き
て
い
る
か
の
如
く
語
り
か
け
る
。
語
り
か
け
て

い
る
う
ち
に
、
亡
き
人
は
徐
々
に
ご
先
祖
様
に
な
り
、

仏
様
に
な
っ
て
行
く
。
こ
の
過
程
で
感
情
が
発
散
さ

れ
、
吸
収
さ
れ
る
。
こ
れ
が
仏
壇
と
位
牌
の
グ
リ
ー

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
大
き
な
効
用
で
あ
り
、
先
生
か

ら
も
っ
と
そ
の
効
用
を
説
く
べ
き
だ
と
言
わ
れ
た
。

　
世
界
中
に
、
葬
祭
の
な
い
文
化
は
な
い
。
葬
祭
の

ニ
ー
ズ
と
必
然
性
が
あ
り
、
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
の
機

能
が
有
る
か
ら
で
、
仏
教
が
鎌
倉
室
町
時
代
か
ら
発

展
し
た
の
は
、
檀
信
徒
の
葬
祭
を
手
掛
け
た
か
ら
で

あ
る
。
私
は
イ
ン
ド
宗
教
文
化
史
を
専
攻
し
仏
教
を

文
化
と
し
て
研
究
し
て
い
る
が
、
お
釈
迦
様
以
降
「
悟

り
」
が
仏
教
の
本
義
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
一
切
の

民
俗
信
仰
的
な
儀
礼
を
拒
否
す
る
姿
勢
が
仏
教
の
伝

承
と
し
て
あ
る
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
塔
）
崇
拝
は
在

家
信
者
が
や
る
べ
き
と
か
、
功
徳
を
積
ん
で
良
き
後

生
を
願
う
こ
と
も
冷
た
く
突
き
放
し
て
来
た
。
葬
祭

も
同
様
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
お
釈
迦
様
以
降
の

代
々
の
祖
師
方
が
信
者
達
に
、
葬
式
等
の
民
俗
信
仰

的
な
儀
礼
を
殆
ど
や
ら
な
い
、
だ
か
ら
イ
ン
ド
か
ら

仏
教
が
消
え
た
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
反
面
、
日
本
、

中
国
、
韓
国
等
の
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
教
団
は
葬
祭

．
通
過
儀
礼
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
教
団

と
し
て
存
続
し
て
来
た
と
思
う
。

　
「
悟
り
」
「
救
い
」
は
仏
教
の
本
義
で
あ
り
、
そ
れ

な
く
し
て
は
仏
教
で
は
な
い
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
い

る
な
ら
ば
、
一
般
の
人
々
の
心
の
悩
み
を
取
り
除
い

て
行
く
葬
祭
等
の
民
俗
信
仰
的
な
儀
礼
を
司
る
こ
と

に
問
題
は
な
く
、
当
然
の
事
で
あ
る
。
日
本
で
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
団
も
従
来
の
葬
祭
へ
の
姿
勢
を
大
転
回

し
て
、
祖
先
崇
拝
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
我
々
が
葬
祭
を
行
う
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

て
い
る
理
由
は
、
「
悟
り
」
「
救
い
」
以
外
の
も
の
は

本
義
で
は
無
く
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
言
う

感
覚
と
、
葬
祭
に
絡
む
霊
魂
の
説
明
が
難
し
く
、
巧

く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
各
宗
派
の
教

一4一
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学
の
中
で
葬
祭
等
の
儀
礼
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
事
に
因
る
と
思
う
。
今
後
の
課
題
は
、
こ

れ
ら
と
教
義
と
の
係
わ
り
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
曹
洞
宗
で
は
十
一
世
紀
の
中
国
に
早
雪
清
規
と
い

う
僧
院
の
規
則
が
あ
り
、
そ
の
中
の
黙
止
（
修
行
半

ば
で
亡
く
な
っ
た
修
行
僧
）
に
対
す
る
葬
儀
の
仕
方

を
基
本
と
し
、
同
じ
形
式
で
現
在
ま
で
葬
儀
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
為
、
死
者
は
仏
弟
子
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
か
ら
授
戒
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
仏
弟

子
の
仲
間
を
送
る
葬
儀
で
も
あ
る
。
故
人
が
仏
道
を

行
っ
て
ゆ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
は
成
仏
は

生
き
て
い
る
人
間
が
行
う
も
の
だ
が
、
道
元
禅
師
は
、

死
ん
で
か
ら
も
ず
っ
と
修
行
を
続
け
て
行
く
べ
き

「
遥
か
な
る
道
」
を
説
い
て
お
り
、
共
に
仏
道
を
学

ん
で
行
く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。
仏
教
や
禅
で
葬
儀

を
す
る
に
は
授
戒
は
必
要
で
あ
り
、
戒
名
は
不
要
、

奈良康明師

自
分
で
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
人
は
仏
式
葬
儀
の
必
要

は
な
い
。
生
前
授
戒
が
原
則
だ
が
、
死
後
に
授
戒
す

る
没
後
作
土
も
十
分
説
明
出
来
る
。
本
来
、
死
者
の

為
に
あ
わ
て
て
葬
儀
を
す
る
の
で
は
な
く
、
生
前
か

ら
死
後
に
連
な
る
信
仰
の
生
活
を
普
段
か
ら
行
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
教
の
本
義
で
あ
る
、
仏
に
触

れ
な
が
ら
生
き
る
「
悟
り
」
の
生
活
に
近
づ
く
こ
と

で
も
あ
る
。

　
次
に
僧
侶
の
生
き
方
が
問
題
に
な
る
。
僧
侶
の
宗

教
者
と
し
て
の
自
覚
が
大
切
だ
が
、
そ
れ
を
強
調
し

過
ぎ
る
と
理
想
論
に
な
る
。
檀
信
徒
と
の
人
間
的
信

頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
葬
儀
や
戒
名
等
の
問
題
は
起
こ

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
自
覚
と
は
、
説
法
の
上

手
下
手
で
も
、
学
問
の
有
無
で
も
、
妻
帯
の
有
無
で

も
な
い
。
大
乗
戒
を
持
戒
し
、
及
ば
ず
な
が
ら
も
真

摯
に
仏
教
者
と
し
て
毎
日
を
生
き
て
行
く
努
力
が
あ

れ
ば
、
檀
信
徒
か
ら
信
頼
・
帰
依
さ
れ
る
。

　
大
村
英
昭
師
　
五
木
寛
之
氏
の
「
他
力
」
、
石
原

慎
太
郎
氏
の
「
法
華
経
を
生
き
る
」
、
永
六
輔
氏
の

「
大
往
生
」
等
の
仏
教
関
係
の
書
籍
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
混
迷
し
た
社
会
に
対
す
る

仏
教
へ
の
期
待
の
現
れ
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
（
持
続
可
能
性
）
と
は
経
済
学
者
が
こ
の
頃

よ
く
使
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
が
、
そ
れ
は
今
迄
の
開
発

・
発
展
で
進
ん
で
来
た
世
界
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で

あ
る
。
こ
れ
以
上
の
人
口
増
加
は
地
球
の
維
持
に
支

障
が
で
る
。
発
展
を
支
え
て
来
た
石
油
も
百
年
後
に

は
枯
渇
す
る
。
こ
れ
ら
限
り
あ
る
資
源
を
ど
う
生
か

す
べ
き
か
、
開
発
・
発
展
の
発
想
を
変
換
す
る
時
代

に
な
っ
た
が
、
人
間
の
命
だ
け
を
特
別
蒸
し
て
い
る

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方
で
は
解
決
出
来
な

い
。
日
本
仏
教
で
は
、
動
物
と
植
物
の
命
も
区
別
し

な
い
、
皆
平
等
の
考
え
で
あ
り
、
悉
皆
成
仏
と
し
て
、

皆
同
じ
命
、
皆
成
仏
す
る
命
と
し
て
尊
ぶ
仏
教
へ
の

期
待
は
、
地
球
環
境
全
体
を
考
え
る
時
大
き
い
。

　
不
況
・
リ
ス
ト
ラ
の
中
、
人
々
は
真
剣
に
人
生
を

見
つ
め
、
引
き
際
の
美
学
と
か
往
生
の
仕
方
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
仏
教
が
本
来
考
え
て

来
た
道
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
文
化
人
達
は
、
今
の
僧

侶
は
あ
て
に
な
ら
な
い
か
ら
、
自
分
で
経
典
を
読
み

な
さ
い
等
と
言
う
。
人
々
は
世
を
出
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

僧
侶
に
尋
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
の
に
、
そ
の
入
口

の
葬
儀
や
戒
名
等
で
達
っ
掛
か
っ
て
い
る
。

　
仏
教
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
現
在
こ
そ
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
諸
宗
派
統
合
を
我
々
も
推
進
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
葬
儀
等
は
、
教
義
の
中
心
で
は
無
く
民
俗

信
仰
に
近
い
通
仏
教
で
も
あ
り
、
一
般
的
な
世
を
出

る
ノ
ゥ
ハ
ゥ
、
今
後
ど
う
生
き
て
行
く
べ
き
か
位
の

レ
ベ
ル
で
良
い
。

　
日
本
仏
教
の
本
流
は
「
官
の
仏
教
」
と
「
野
の
仏

教
」
に
分
類
出
来
る
。
「
野
の
仏
教
」
は
在
家
仏
教

で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
お
釈
迦
さ
ま
の
ス
ト
ゥ
ー
パ

・
遺
骨
を
中
心
に
し
て
か
け
が
え
の
無
い
人
、
尊
敬

し
た
人
を
失
っ
た
や
る
瀬
な
い
思
い
を
、
そ
の
遺
骨

一5一
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に
込
め
て
大
切
に
守
っ
て
き
た
。

　
浄
土
真
宗
も
、
開
祖
親
鶯
聖
人
の
遺
骨
を
中
心
に

し
た
大
谷
本
廟
を
、
や
る
瀬
な
い
思
い
を
持
っ
た
人

達
が
造
っ
た
。
亡
き
親
鶯
聖
人
の
教
え
を
乞
い
た
い

時
に
は
、
そ
こ
に
お
参
り
し
た
。
遺
骨
を
通
し
て
、

亡
き
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
の

魂
の
よ
り
所
と
し
て
本
願
寺
が
出
来
た
。
そ
の
「
野

の
仏
教
」
の
特
徴
は
、
伝
教
大
師
の
説
か
れ
た
大
乗

戒
の
心
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
々
を
戒
律
主
義
か
ら
解

放
し
た
。
持
戒
す
る
と
は
戒
律
を
守
る
事
で
は
な
く
、

お
経
の
心
を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、
心
情
・
思
想
の
心

の
問
題
で
あ
っ
て
行
動
の
掟
で
は
な
い
。

　
一
方
「
官
の
仏
教
」
は
鑑
真
和
上
以
来
、
戒
律
主

義
の
仏
教
で
あ
っ
た
。
伝
教
大
師
の
大
乗
戒
の
主
張

は
真
俗
一
貫
で
あ
り
、
こ
の
大
乗
戒
を
保
つ
こ
と
に

出
家
者
・
在
家
者
の
区
別
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
再大村英昭叫

び
比
叡
山
の
戒
壇
が
認
め
ら
れ
「
官
の
仏
教
」
化
し
、

大
乗
戒
の
心
を
失
っ
た
た
め
、
法
然
上
人
・
親
鶯
聖

人
が
、
再
び
野
に
下
る
運
動
を
始
め
た
。
元
来
、
伝

教
大
師
の
大
乗
戒
の
心
は
中
国
仏
教
の
戒
律
主
義
か

ら
の
独
立
、
日
本
仏
教
の
解
放
宣
言
だ
っ
た
。
更
に

在
家
と
は
肉
食
妻
帯
す
る
こ
と
で
、
最
も
素
朴
な
不

殺
生
戒
す
ら
も
守
っ
て
生
き
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
皆
、

繊
悔
の
心
を
持
っ
た
。
私
の
宗
旨
の
、
三
味
線
の
弾

き
語
り
を
続
け
て
来
た
妙
好
人
は
、
「
俺
ら
殺
し
続

け
て
生
き
て
い
る
で
は
な
い
け
、
白
い
生
き
た
大
根

ね
、
あ
れ
を
切
る
度
に
赤
い
血
が
出
て
来
た
ら
俺
ら

食
べ
ら
れ
る
か
な
一
。
俺
を
生
か
し
て
く
れ
る
た
め

に
死
ん
で
く
れ
る
と
思
っ
た
ら
俺
だ
け
の
命
と
は
思

え
な
い
。
皆
の
お
陰
で
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
に
気

が
つ
く
。
有
り
難
い
一
生
だ
と
思
い
手
を
合
わ
せ
ず

に
い
ら
れ
な
い
。
」
と
「
悟
り
」
の
境
地
に
近
づ
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、
死
な
ね
ば
成
仏
出
来
な
い
と
い
う
考

え
に
も
な
っ
た
。

　
即
ち
、
仏
（
ぶ
つ
）
と
い
っ
た
ら
覚
者
で
あ
り
、

悟
っ
た
人
の
事
な
の
に
、
い
っ
か
ら
か
日
本
人
は
仏

（
ほ
と
け
）
と
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ほ
と
け
と
言

う
時
に
は
必
ず
死
が
含
ま
れ
、
死
ぬ
こ
と
と
悟
る
こ

と
が
一
致
し
、
死
な
ね
ば
仏
に
成
れ
な
い
と
言
う
事

に
も
な
っ
た
。
健
康
で
生
涯
を
過
ご
し
、
最
後
は
仏

に
な
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
が
通
過
儀
礼
の
心
だ
が
、

こ
れ
に
輪
廻
転
生
の
考
え
が
入
り
、
生
ま
れ
変
わ
る

形
で
の
元
服
式
、
結
婚
式
等
の
通
過
儀
礼
は
、
一
方

で
死
を
含
む
。
白
無
垢
は
死
装
束
で
あ
り
、
過
去
の

も
の
が
死
ぬ
か
ら
生
ま
れ
代
わ
れ
る
。
そ
の
完
成
体

と
し
て
仏
に
成
る
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
都
度
名
前
も
変
わ
る
。
最
後
の
ほ

と
け
に
な
る
晴
れ
の
門
出
を
祝
う
名
前
、
そ
れ
が
法

名
・
戒
名
で
あ
る
。
論
式
仏
教
に
も
立
派
な
清
僧
は

い
る
が
、
一
般
庶
民
の
力
に
な
り
得
た
の
か
。
自
分

達
だ
け
が
、
脱
俗
の
妙
境
に
遊
ん
で
居
る
の
で
は
な

い
の
か
。
日
本
で
は
仏
教
者
は
、
そ
の
道
を
選
ば
ず

人
々
と
悲
し
み
を
共
に
し
た
。
野
に
下
り
、
巷
に
降

り
た
。
そ
こ
で
は
葬
儀
が
意
味
付
け
ら
れ
、
仏
教
抜

き
の
葬
儀
に
な
ら
な
か
っ
た
。
僧
侶
は
誇
り
を
持
っ

て
葬
儀
を
執
行
す
べ
き
だ
。

　
村
上
興
尊
師
　
両
先
生
か
ら
は
大
所
高
所
か
ら
の

お
話
し
を
頂
い
た
の
で
、
現
場
に
近
い
話
を
し
た
い
。

一、

昼
V
・
死
へ
の
関
心
の
高
ま
り

①
死
亡
者
数
の
増
大

　
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
十
年
後
に
死
者
は
一
、
五
、

倍
の
百
四
十
万
人
に
達
す
る
。
死
者
数
の
増
加
も
あ

っ
て
死
に
接
す
る
機
会
が
増
え
、
死
は
タ
ブ
ー
で
は

な
い
。
伊
丹
十
三
製
作
の
映
画
「
お
葬
式
」
が
ヒ
ッ

ト
し
た
が
、
こ
れ
は
東
京
を
故
郷
と
す
る
二
世
の
人

達
の
現
状
を
現
し
た
も
の
だ
。
身
内
に
死
者
が
出
な

い
限
り
日
頃
寺
と
付
き
合
う
こ
と
も
無
く
、
支
援
し

て
く
れ
る
近
所
の
人
も
無
く
、
全
て
が
自
分
た
ち
で

行
う
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
終
わ
れ
ば
葬
儀
の
意
味

を
深
く
考
え
る
余
裕
も
な
く
何
故
高
額
な
費
用
が
と

一6一
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思
い
、
葬
儀
批
判
と
な
る
。
黒
檀
関
係
が
都
市
で
は

崩
れ
て
、
総
代
の
力
も
弱
く
な
り
寺
の
運
営
に
関
与

せ
ず
、
住
職
一
家
に
よ
る
運
営
に
な
っ
た
こ
と
が
批

判
の
矛
先
が
寺
に
向
か
っ
た
理
由
で
も
あ
る
。

②
葬
儀
費
用
へ
の
批
判

　
三
年
前
の
東
京
都
生
活
文
化
局
調
査
で
は
、
葬
儀

費
用
全
体
三
百
八
十
一
万
円
、
寺
院
費
用
六
十
四
万

円
（
内
戒
名
料
四
十
万
円
）
と
な
り
高
額
に
な
っ
て

い
る
。
批
判
は
葬
儀
が
華
美
に
な
る
と
発
生
し
、
そ

れ
が
改
ま
る
と
沈
静
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
来
た
、

戦
前
は
、
家
産
が
傾
く
様
に
な
り
、
家
や
家
の
跡
取

り
の
視
点
で
の
批
判
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
自
分
は

熱
心
な
仏
教
徒
で
は
な
い
、
来
世
も
信
じ
な
い
等
、

自
分
の
主
義
主
張
で
葬
儀
を
し
な
い
と
い
う
、
葬
ら

れ
る
側
の
論
理
で
の
批
判
で
あ
る
。

③
葬
儀
の
個
人
化

村上興轡師

　
批
判
は
葬
儀
の
個
人
化
と
も
関
連
し
て
い
る
。
地

方
で
も
生
活
様
式
が
都
市
化
し
、
都
市
も
地
方
も
葬

儀
は
告
別
式
中
心
に
な
り
、
組
で
行
っ
た
の
が
葬
儀

社
へ
移
っ
た
。
家
か
ら
家
族
そ
し
て
個
人
へ
と
主
体

が
変
わ
り
、
尊
厳
死
や
死
後
の
自
己
決
定
権
等
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
葬
を
確
実
に
行
う
た
め

の
遺
言
銀
行
も
で
き
て
い
る
。

二
、
仏
式
葬
儀
・
寺
檀
関
係
の
社
会
的
位
置
づ
け

①
葬
儀
の
社
会
的
機
能
と
僧
侶
の
役
割

　
葬
儀
を
行
う
こ
と
は
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
仏
式
葬
儀
は
九
四
％
を
占
め
て
お
り
、
安

心
し
て
死
ん
で
行
け
る
様
に
す
る
「
死
の
教
育
」
と
、

遺
族
が
死
の
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
る
た
め
の
「
グ
リ

ー
フ
ワ
ー
ク
（
悲
し
み
の
癒
し
）
」
の
機
能
を
今
迄
も

担
っ
て
来
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②
都
市
の
過
密
、
地
方
の
過
疎

　
都
市
の
過
密
の
裏
返
し
と
し
て
地
方
の
過
疎
が
あ

り
、
む
し
ろ
地
方
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

都
市
で
は
過
密
の
た
め
遺
族
に
対
す
る
対
応
は
十
分

で
き
ず
寺
院
と
の
付
き
合
い
は
衰
退
す
る
。
ま
た
住

職
一
家
に
よ
る
寺
院
経
営
は
、
葬
祭
儀
礼
に
接
し
て

い
る
寺
と
葬
儀
社
の
区
別
が
つ
き
難
く
な
り
、
僧
侶

イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
若
人
が
流
出
し
て
過
疎
化
し
た
地
方
は
高
齢
化
で
、

「
死
の
教
育
」
を
必
要
と
し
て
い
る
の
に
僧
侶
が
不

足
し
、
更
に
地
方
の
都
市
部
と
郡
部
間
で
も
過
密
と

過
疎
が
進
み
、
寺
の
格
差
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

③
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
薄
葬
化

　
今
後
十
年
で
死
者
数
が
一
、
五
倍
に
な
る
が
、
そ

れ
を
支
え
る
次
の
世
代
の
人
口
は
そ
の
半
分
と
な
り
、

負
担
も
重
く
、
年
金
も
減
少
す
る
の
で
葬
儀
数
は
増

加
し
て
も
一
件
当
た
り
の
葬
儀
費
用
は
減
少
し
、
薄

葬
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、
過
疎
寺
院
の
統
合

化
を
防
い
で
い
る
地
域
意
識
も
個
人
化
に
よ
り
薄
れ
、

檀
信
徒
の
負
担
の
重
さ
か
ら
、
大
規
模
寺
院
に
檀
信

徒
が
集
中
し
て
小
規
模
寺
院
の
統
廃
合
が
進
み
批
判

が
地
方
に
も
波
及
す
る
。
寺
院
批
判
の
主
な
原
因
は
、

一
つ
の
寺
院
に
檀
信
徒
が
集
中
す
る
こ
と
に
も
あ
る
。

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
同
様
の
ホ
ー
ム
テ
ン
プ
ル
が
良

い
様
に
思
う
。
そ
の
人
と
な
り
が
解
る
寺
院
で
あ
れ

ば
心
の
通
っ
た
葬
儀
も
儀
礼
も
出
来
る
。

三
、
ま
と
め
に
か
え
て

①
「
同
葬
共
同
体
」
創
出
の
試
み

　
新
潟
の
日
蓮
宗
の
寺
院
で
は
集
合
墓
を
作
り
、
こ

こ
に
入
る
予
定
の
人
達
の
勉
強
会
と
し
て
フ
ェ
ス
テ
、

イ
バ
ル
を
定
期
的
に
開
催
し
、
懇
親
と
死
ん
で
行
く

た
め
の
意
味
付
け
、
「
死
の
教
育
」
を
試
み
て
い
る
。

②
宗
派
と
し
て
の
対
策
の
必
要
性

　
前
項
は
ど
の
寺
院
で
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
く
、

宗
派
と
し
て
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
檀
家
数
の
不

均
衡
も
批
判
の
原
因
で
も
あ
る
。
今
後
は
宗
派
が
、

儀
礼
を
教
義
と
し
て
位
置
づ
け
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
る
。
全
仏
の
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
宗
派
が
対
策
を

講
じ
る
切
っ
掛
け
に
し
て
欲
し
い
。
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
六
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
明
照
会
館
で
ル

ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
蓮
清
典
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
森
和
久
副
委

員
長
退
任
に
伴
い
、
川
島
宏
之
師
が
委
員
互
選
に
よ

り
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
前
日
L
D
T
よ
り
提
示
さ
れ
た
マ
ヤ
堂
復

元
に
向
け
て
の
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
再
修
正
案
に
つ
い

て
、
次
回
委
員
会
で
詳
細
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
対

応
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ルンビニー委員会（6月26日於明照会館）

世
界
平
和
祈
り
の
集
い

八
月
四
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
を
会
場
に
、
比
叡
山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
二
周
年
『
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
』
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
野
生
司
総
務
部
長
、

三
浦
同
和
推
進
部
次
長
が
出
席
し
た
。

　
午
後
三
時
、
藤
光
賢
天
台
宗
宗
務
総
長
の
挨
拶
に

続
き
法
楽
、
渡
邊
恵
進
天
台
座
主
の
平
和
祈
願
文
奉

読
、
平
和
の
祈
り
の
黙
祷
、
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

朗
読
、
来
賓
の
挨
拶
な
ど
が
行
わ
れ
、
各
宗
教
界
か

ら
の
参
加
者
に
よ
り
世
界
平
和
が
祈
念
さ
れ
た
。世界平和祈りの集い（8月4日於比叡山）
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1
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月
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四
日

二
十
五
日

二
十
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日

世
界
平
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祈
り
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集
い
出
席

局
内
会
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法
律
相
談
室

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　　

ﾐ
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
二
一
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
円

中
仏
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
一
三
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

手
旗
た
て
三
五
㎝
×
よ
こ
五
〇
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八
、
O
O
O
円

法
輪
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
パ
ッ
チ
　
ニ
㎝
×
四
・
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
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法
輪
パ
ッ
チ
　
直
径
一
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一
、
O
O
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お
申
し
込
み

　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部
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